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 日本図書館協会  超高齢社会と 

読書をテーマにシンポジウム開催  
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「地域の読書をほりおこす」発行 2 

STOP! 海賊版キャンペーン第4弾実施 2 

著作権啓発を目的とした冊子の配布 3 

「印刷と私」 エッセイ・作文コンテスト開催 3 

 公益社団法人日本図書館協会では、現代の超高齢社会に

おいて、人々が生涯にわたり社会関与を実現するために、図書

館がどのような支援や機能の拡張が可能なのかを考えるシンポ

ジウムを開催する。本シンポジウムでは新たな読書スタイル、図

書館における機能や空間の発展、図書館現場でのサービスの

実態と課題を交え、人々が生涯にわたり、元気に生きるための

新たな図書館の姿について議論を展開する。パネリストには情

報工学研究者、出版関係者、図書館現場の方を迎え、登壇

者の報告と討論の中から、読書と図書館の新しい可能性につ

いて、読書習慣、健康、社会福祉、図書館情報学などの観点

から語り合う。出版関係者、図書館実務者、マスコミ関係者な

どの幅広い参加を呼び掛けている。 

■シンポジウム概要 

テーマ：超高齢社会と読書 ―図書館の底力― 

“生涯、社会に関わりながら生きていくために” 

日時：6月10日（月） 午後6時～8時 

場所：千代田区立日比谷図書文化館（大ホール） 

パネリスト： 

・坂田一郎氏（東京大学工学系研究科教授、同政策ビジョ

ン研究センター長）「あたたかい地域社会を創るために、読

書活動と地域づくりの観点から」 

・上田渉氏（日本オーディオブック協議会常任理事）「オー

ディオブック・電子書籍・印刷書籍、多様なメディア媒体と図

書館の観点から」 

・豊山希巳江氏（山武市成東図書館）「図書館活動と地域

作りの観点から」 

コーディネーター：植松貞夫氏（筑波大学名誉教授） 

参加費：1,000円（資料代） 

詳細・申込先：http://www.jla.or.jp/jlaevent/tabid/93/Default.aspx 

（問合せ 日本図書館協会 ℡ 03-3523-0811） 
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 「日本ブース」出展募集中  

 日本書籍出版協会は、本年10月にドイツで開催されるフラ

ンクフルト・ブックフェア（FBF）での、日本の出版社を集めたナ

ショナルブース「日本ブース」へ参加する出版社を募集してい

る。 

 フランクフルト・ブックフェアは、世界最大規模のブックフェアとし

て毎年開催されており、昨年は、109カ国・地域から7,503社

が出展、約30万人が来場した。今年は、10月16日（水）

～20日（日）の日程で開催される。 

 「日本ブース」では、昨年から、新たなブースデザインを採用

し、「ジャパンカラー」を打ち出して展開している。昨年は、日本

の出版社18社が同ブース内に出展し、盛況であった。今年も

昨年に引き続き、オールジャパンの統一イメージを掲げ、日本の

出版物を世界にアピールするとともに、より効果的な商談・コン

テンツプロモーションの場として活用することを目指す。 

 国際ブックフェアは、担当者同士が直接顔を合わせる場として

のニーズが依然高く、国際版権への足掛かりとして、また、継続

的な国際出版ビジネスの場として活用してもらうべく「日本ブー

ス」への参加を呼び掛けている。また、出展に際しては、国の助

成金を申請し、できる限り出展費用の負担軽減を図る。さらに

各社のニーズに合わせ、複数の形式の出展方法を用意してい

る。出展の概要は以下の通り。 

■出展形式（概要）※消費税別、追加オプション等別途料金。 

Ａ．単独ブース：8㎡を最小単位とする自社単独ブース

（机、椅子、棚付き）スペース借料は、1㎡あたり464ユー

ロ+その他諸費用。 

Ｂ．コーナー出展：「日本ブース」内で、展示棚台1㎡単位

で利用できる。1ｍ幅壁面につき、書協会員社18万5千

円、会員外24万円。 

Ｃ．共同ブース出品：担当者現地不在で、商品のみ出品

する形式。1冊につき9千円。 

http://www.jla.or.jp/jlaevent/tabid/93/Default.aspx
http://www.jbpa.or.jp
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 出版広報センター 

 STOP! 海賊版キャンペーン第4弾 

 日本書籍出版協会 図書館報告集 

 「地域の読書をほりおこす」発行 

■「日本ブース」詳細・申込み方法 

http://www.jbpa.or.jp/pdf/documents/fbf2019.pdf 

Ẍ申込先URL 

https://goo.gl/forms/gel6crML2ULl6Iih2  

■申込み締切日：5月15日（水）※相談可能 

（問合せ：日本書籍出版協会 ℡ 03-6273-7061） 

 日本書籍出版協会の図書館委員会が、2018年10月19

～20日に開催された全国図書館大会の第18分科会（日本

書籍出版協会主催）にて交わされた議論の全記録を掲載し

た記録報告書、「地域の読書をほりおこす  図書館と書店・出

版社の連携による新たな地域読書活動の試みとその課題－

第104回全国図書館大会 第18分科会記録－」

（ISBN:978-4-89003-149-8、B5判／49ページ、定価 

850円+税／書協会員600円＋税）を発行した。 

 本書では、地域における新たな読書促進活動事業を試みる

図書館と書店の協働事例を紹介し、図書館と書店のコラボ

レーション事業がどのように読書活動を醸成させ、さらには書店

の売上げ・地域経済の活性化への貢献が可能となるのか、その

実態を垣間見ながら、現実的な課題についての議論が展開し

ている。図書館・書店・出版を統一的に捉えながら、新たな図

書館の役割や地域における活動とこれからの出版文化につい

て考える。 

■本書概要 

【目次】抜 粋 ◆あいさつ（成瀬雅人 原書房社長／日本

書籍出版協会副理事長 図書館委員会委員長）／主旨説

明（星野渉 NPO法人 本の学校理事長／文化通信社専

務取締役）◆パネリスト報告：小尾きよこ（山梨県立図書

館副館長）「やまなし読書活動促進事業」事業内容と県立

図書館の取組み、宮川大輔（春光堂書店店長）「やまなし

読書活動促進事業」における書店の役割、河手由美香（山

梨県教育庁社会教育課）「やまなし読書活動促進事業」に

おける行政の関わり、上條史生（長野県塩尻市立図書館館

長）本を読む人を増やす取組―地元書店との連携による活

動、中島康吉（中島書店代表取締役）塩尻図書館が出来

て思うこと ◆ディスカッション：テーマ「図書館と地域書店・出

版社との連携―出版文化を支え、地域の読書活性化をめざし

て」 ※付録資料つき 

■注文申込フォーム： 

https://forms.gle/gXafWAZrWLwDgke57 

（問合せ 日本書籍出版協会 ℡ 03-6273-7061） 

 出版9団体で構成する出版広報センター（宮原博昭セン

ター長・学研ホールディングス代表取締役社長）の海賊版対

策ワーキンググループは、第4弾「STOP! 海賊版キャンペーン」

を実施する。これまでの過去のキャンペーンでは、主にSNSを中

心に、人気漫画キャラクターを利用したデザイン画像とともに海

賊版コンテンツの閲覧をやめること呼びかけ、また、海賊版サイト

を利用することでコンテンツの創作活動に悪影響があることやウィ

ルス感染等の危険性があることなどを周知してきた。これまで延

べ105社が参加し、各社の運用する300を超えるSNSアカウン

トで展開され、合計で1億5千万人弱に拡散した（解析ツール

「スプリンクラー」調べ）。 

 今回の第4弾キャンペーンでは、2019年4月末から6月末に

かけて発行される各社の雑誌媒体などで、1ページのキャンペー

ン広告掲載を展開し、ネット上の「正規版の出版物」を意味す

る登録商標ロゴである「ABJマーク」（Authorized Books of 

Japan）を周

知し、同時に海

賊版の深刻な

状況等を訴え

る。キャンペーン

広告は統一の

基本デザイン

（右参照）の

ほか、各社の

キャラクターを使

用したオリジナル

版も展開される

予定である。ま

http://www.jbpa.or.jp/pdf/documents/fbf2019.pdf
https://goo.gl/forms/gel6crML2ULl6Iih2
https://forms.gle/gXafWAZrWLwDgke57
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 出版広報センターは、主に留学生を対象にした著作権啓発

のための中国語及び日本語の冊子配布（PDF版ダウンロー

ド）を開始した。 

 本冊子は、日本の漫画・アニメ・ゲーム・音楽などのコンテンツ

を、それぞれの著作権者からの許諾を得ずに翻訳して字幕を付

け、インターネット上にアップロードしているなどしていた複数の中

国人留学生らが著作権法違反事件として摘発されたことを受

け、同種事件の防止及び著作権意識の向上を目的として、京

都府警及び関係団体などと連名で作成し、配布を開始したも

のである。 

 本冊子は中国語版及び日本語版ともにPDF版をダウンロー

ドすることができる。URLは以下。 

中国語版の冊子： 

https://shuppankoho.jp/doc/20190425_c.pdf 

日本語版の冊子： 

https://shuppankoho.jp/doc/20190425_j.pdf 

 詳細は下記を参照。 

https://shuppankoho.jp/doc/20190425.pdf  

（問合せ 出版広報センター ℡ 03-6273-7061） 

 著作権啓発を目的とした 

 中国語・日本語冊子の配布 

 （一社）日本印刷産業連合会（＝日印産連）グリーンプ

リンティング認定事務局の主催のもと、第3回「印刷と私」コンテ

ストを実施する。“私にとって大切な印刷製品”“記憶に残る印

刷物”“印刷の思い出”など、印刷にまつわるエッセイ・作文を広

く一般から募集する。審査員長は、グリーンプリンティングPR大

使にも就任している小山薫堂氏（放送作家・脚本家）が務

める。作品の締め切りは7月10日（水）、9月13日に表彰

式を行う。入賞作品は「印刷と私」コンテスト受賞作品集として

発行される。 

◎第3回 「印刷と私」コンテスト募集要項 

【テーマ】 「印刷と私」 印刷にまつわるエッセイ・作文 

【募集内容】  

①一般の部／中学生以上（エッセイ800字以内） 

・小山薫堂最優秀賞（1編）賞金10万円 

・小山薫堂優秀賞（2編）賞金2万円 

・優秀賞（3編）商品券1万円分 

・佳作（5編程度）受賞作品集に掲載 

②小学生の部（作文400字以内） 

・小山薫堂最優秀賞（1編）図書カード3万円分 

・小山薫堂優秀賞（2編）図書カード5千円分 

・優秀賞（3編）図書カード2千円分 

・佳作（5編程度）受賞作品集に掲載 

【募集締切】 7月10日（水）必着。 

【審査発表】 8月下旬に日印産連HP及び新聞紙面におい

て審査結果を発表。 

【表彰式】 9月13日（金）東京・ホテルニューオータニ 

【応募方法】 郵送または日印産連HPより応募（小学生の

部は直筆・郵送のみ）。自作、未発表作品に限る。応募用

紙は自由。詳細は、公式HPでご確認ください。 

【コンテスト詳細・公式HP】 

https://www.jfpi.or.jp/greenprinting/contest2019 

【申込みフォーム】 

https://www.jfpi.or.jp/greenprinting/contest-2019/ 

（問合せ 日印産連グリーンプリンティング認定事務局 

 ℡03-3553-6123／ E-Mail：contest@jfpi.or.jp） 

 第3回「印刷と私」 

 エッセイ・作文コンテスト開催  

た雑誌広告に加えて、SNS発信も行う予定である。 

 出版広報センターでは、海賊版対策に関連する改正著作

権法の国会審議が予定される中で、第4弾キャンペーンを新

入学生や新社会人がスマートホンを新規に契約する時期に実

施することにより、悪質な海賊版被害の状況を訴えかけると同

時に海賊版サイトアクセスへの注意喚起を目指す。 

※「ABJマーク」は、電子コンテンツ配信サービスなどが、正式に

コンテンツ使用許諾を得ていることを示すマークで、読者が安全

にコンテンツを閲覧・購読できる環境を提供し、健全なコンテン

ツ市場の発展を促進することを目的に定められました。 

■出版広報センターHP：https://shuppankoho.jp/ 

ẌSTOP！海賊版キャンペーン特設ページ： 

https://shuppankoho.jp/damage/tokusetsu-3.html 

（問合せ 出版広報センター  ℡ 03-6273-7061） 

https://shuppankoho.jp/doc/20190425_c.pdf
https://shuppankoho.jp/doc/20190425_j.pdf
https://shuppankoho.jp/doc/20190425.pdf
https://www.jfpi.or.jp/greenprinting/contest2019
https://www.jfpi.or.jp/greenprinting/contest-2019/
https://shuppankoho.jp/
https://shuppankoho.jp/damage/tokusetsu-3.html
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 異例の１０連休ということもあり、JBPA News Clipの配信日がイレ

ギュラーになってしまいました。何卒ご理解くださいますようお願い

申し上げます。 

 さて、大型連休明けですが、今月号も海賊版対策、海外ブック

フェア、図書館イベント等多くの話題をご紹介しました。図書館イベ

ントは大物の方にご登壇いただきます。貴重な議論が展開される

と思いますので、ぜひ、ご参加ください。また、海賊版対策キャン

ペーンでは、ABJマークの周知も本格化してまいりました。ぜひABJ

マークの普及活動におきましては、皆さまのご理解とご協力をお願

い申し上げます。（あ・吉） 

編 集 後 記  

 

Web サイトもご覧ください 

http://www.jbpa.or.jp 

書  籍  3月期 前年同月比 1～3月期 前年同期比 書 籍 出 回 り 3月期 前年同期比 1～3月期 前年同期比 

新 刊 点 数 6,206点 96.1 17,543 点 100.1 推 定 出 回 部 数 10,840万冊 92.9 26,526万冊 95.0 

新 刊 推 定 発 行 部 数 2,700万冊 95.0 7,370万冊 94.2 推 定 出 回 金 額 1,304億円 93.5 3,173億円 95.5 

新 刊 平 均 価 格 1,207円 100.5 1,208円 102.1 推 定 出 回 平 均 価 格 1,203円 100.6 1,196円 100.5 

新 刊 推 定 発 行 金 額 326億円 95.4 890億円 96.1 実 売 部 数 3月期 前年同期比 1～3月期 前年同期比 

月 刊 誌 3月期 前年同月比 1～3月期 前年同期比 書 籍 7,501万冊 94.7 17,354万冊 94.7 

発 行 銘 柄 数 2,085点 95.0 2,535点 97.0 月 刊 誌 7,021万冊 91.3 17,664万冊 92.8 

推 定 発 行 部 数 11,760万冊 88.6 30,915万冊 90.5 週 刊 誌 2,450万冊 85.9 7,011万冊 89.1 

平 均 価 格 683円 102.7 665円 102.5 実 売 金 額 3月期 前年同期比 1～3月期 前年同期比 

推 定 発 行 金 額 803億円 91.0 2,055億円 92.7 書 籍 956億円 94.0 2,186億円 94.7 

週 刊 誌 3月期 前年同月比 1～3月期 前年同期比 月 刊 誌 476億円 93.8 1,162億円 95.3 

発 行 銘 柄 数 74点 98.7 78点 102.6 週 刊 誌 90億円 88.7 256億円 91.5 

推 定 発 行 部 数 4,036万冊 89.1 11,500万冊 90.2 実 売 金 額 合 計 1,522億円 93.6 3,604億円 94.7 

平 均 価 格 376円 102.7 373円 101.9      

推 定 発 行 金 額 152億円 91.3 429億円 91.9      

出  版  統  計  

●銘  柄  数 月刊誌は1ヵ月、週刊誌は1週間平均の発行銘柄数 

●部   数 配本されたと推定される部数。書籍出回り部数は新刊・ 

         重版の流通総量を表したもの。 

●平均価格 部数を加味した加重平均価格（税抜） 

●金   額 発行部数・出回り部数を価格で換算した金額  

 

[ 提供 出版科学研究所 （℡03-3269-1379） ] 

 日本出版インフラセンター（JPO）は、「出版書誌データベー

ス（略称：Pub DB）」を、3月25日にオープンした。 

 「Pub DB」は、日本書籍出版協会の検索サイト「Books」を

引き継ぎ、各出版者から提供された国内で発行された紙と電子

の書籍情報、約230万点を蓄積し検索できるサイトとなった。 

 おもな特徴は、新たにアーカイブとしての機能を追加。出版情

報登録センター（JPRO）に登録された表紙画像や豊富な内

容紹介・著者略歴も表示。 また、電子書籍があるものについて

は「電子版あり」が表示され、SNSボタンも設置した。 

http://www.books.or.jp 

（問合せ JPO E-Mail：info-2nd@jpo-center.jp）  

 

http://www.jbpa.or.jp
http://www.books.or.jp
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